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資料２

高等学校の教育課程の傾向について

【 】内は単位数【第１学年における履修の傾向】

国語 地理歴史、公民 数学 理科 外国語

【 】「理科総合Ａ」 ２～３
「現代社会」

【 】 【 】又は ２ 「数学Ⅰ」＋「数学Ａ」 ５～６
「 」【 】 【 】類型① 国語総合 ５～６ 地理歴史の１科目 「化学Ⅰ」 ２～３（注：この場合第２学年以上で

生物Ⅰ 英語Ⅰ ＋ Ｏ・ＣⅠ 【５～７】「 」 「 」 「 」「 」 ）理科総合Ａ 等を履修

【 】 【 】「現代社会」＋ ４ 「数学Ⅰ」＋「数学Ａ」＋「数学Ⅱ」 【６】 「理科総合Ａ」＋ 「化学Ⅰ」 ４～５
地理歴史の１科目 「理科総合Ｂ」 「生物Ⅰ」

【 】「理科総合Ａ」 ２～３

類型② 国語総合 【５】「 」
【 】「理科総合Ａ」＋ 「化学Ⅰ」 ４～５

「現代社会」 「数学Ⅰ」＋「数学Ａ」 ５～６ 「理科総合Ｂ」 「生物Ⅰ」 英語Ⅰ ＋ Ｏ・ＣⅠ 【５～６】【 】 「 」 「 」
又は

地理歴史の１科目 「理科総合Ａ」 【２】
類型③

「理科総合Ａ」＋「化学Ⅰ」 【４】
「 」【 】 【 】国語総合 ４～５ ２（注：このうち約半

「数学Ⅰ」＋「数学Ａ」 【５】 「理科総合Ａ」 ２～３ 英語Ⅰ ＋ Ｏ・ＣⅠ 【５】数程度の学校は 現「 【 】「 」 「 」
類型④ 「理科総合Ｂ」代社会」を開設 ）。

「数学Ⅰ」 ３～４ 「理科総合Ａ」＋「理科総合Ｂ」 ４～５ 「英語Ⅰ」 【４～５】【 】 【 】

【 】「理科総合Ａ」 ２～３
「理科総合Ｂ」

類型⑤ 国語総合 ３～４ 「数学Ⅰ」 ３～４ 「英語Ⅰ」 【２～３】「 」【 】 【 】
開設せず 【０】

注）※１６０校のサンプルをもとに事務局により作成。開設科目から履修の傾向を表したものであり、 ※上記のほか右記を履修 保健体育 【３】
必ずしも個々の生徒の実際の履修と一致するものではない。 芸術 【２】

※各類型の分類は以下のとおり。 家庭 【２】
類型①：４年制大学への進学率がほぼ１００％の普通科高校 情報 【２】
類型②：４年制大学への進学率が６０～７０％程度の普通科高校 総合的な学習の時間 【１】
類型③：大学進学、専門学校進学、就職など（１ ３ずつ程度）進路が多方面にわたるような普通科高校 ホームルーム 【１】/
類型④：４年制大学に進学する生徒がほとんどいない普通科高校
類型⑤：専門高校
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地理歴史科における履修の傾向

履修の傾向 合計単位数

２分野中１分野重視型 ２分野バランス型 ３分野中２分野重視型
文系 Ａ分野【２～３】 Ａ分野【５～７】 Ａ分野【２】 【８～１４】

Ｂ分野【６～８】 Ｂ分野【５～７】 Ｂ分野【６】
Ｃ分野【６】

類型①
２分野中１分野重視型 ２分野バランス型

理系 Ａ分野【２】 Ａ分野【２～６】 【６～１２】
Ｂ分野【４～６】 Ｂ分野【２～６】

２分野中１分野重視型 ２分野バランス型
文系 Ａ分野【２～４】 Ａ分野【４～５】 【６～１０】

Ｂ分野【４～８】 Ｂ分野【４～６】
類型②

２分野中１分野重視型
理系 Ａ分野【２】 【６～８】

Ｂ分野【４～６】

２分野中１分野重視型
文系 Ａ分野【２】 【７～１０】

Ｂ分野【５～８】
類型③

２分野中１分野重視型
理系 Ａ分野【２】 【６～８】

Ｂ分野【４～６】

２分野型 ３分野型
類型④ Ａ分野【２～４】 Ａ分野【２～３】 【４～９】

Ｂ分野【２～４】 Ｂ分野【２～３】
Ｃ分野【２～３】

２分野型
類型⑤ Ａ分野【２】 【４】

Ｂ分野【２】

注）※分野とは、世界史、日本史、地理を指す （例 世界史Ａと世界史Ｂが開設されている場合、１つの分野とみなす ）。 。
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理科における履修の傾向

履修の傾向 合計単位数

理科総合１科目、化生地１科目のⅠを重点的に履修 理科総合１科目、化生地１科目のⅠⅡを履修 理科総合１科目、化生地２科目を履修
（例） （例） （例） 【６～１１】

文系 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 「理科総合Ａ Ｂ 【２】or or or」 」 」
＋ ＋ ＋

「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ」 「地学Ⅰ 【４～６】 「化学ⅠⅡ」 「生物ⅠⅡ」 「地学ⅠⅡ」 「化学Ⅰ 【２～６ 「生物Ⅰ 【２～６】or or or or」 」 】、 」
【４～８】 又は「化学Ⅰ 【２ 「生物ⅠⅡ 【４～６】」 】、 」

類型①②
理科総合１科目、化学ⅠⅡを履修、 理科総合１科目、化学Ⅰを履修、

【 】物理ⅠⅡ・生物ⅠⅡから１科目選択 物理Ⅰ・生物Ⅰ・地学Ⅰから１科目選択、 １１～１９
（例） 物理Ⅱ・化学Ⅱ・生物Ⅱ・地学Ⅱから１科目選択

理系 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 （例）or 」
＋ 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】or 」

「物理ⅠⅡ 【６～８ 「化学ⅠⅡ 【６～８】 ＋」 】、 」
「物理ⅠⅡ 【６～７ 「化学Ⅰ 【３～６】」 】、 」

理科総合１科目、物化生地２科目を履修 理科総合１科目、化生１科目のⅠを履修 理科総合１科目、化生１科目のⅠを重点的に履修
（例） （例） （例） 【５～１１】

文系 「理科総合Ａ 【２】 「理科総合Ａ Ｂ 【２】 「理科総合Ａ 【２】」 」 」or
＋ ＋ ＋

「化学Ⅰ 【２～６ 「生物Ⅰ 【２～６】 「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ 【３～４】 「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ 【４～６】」 】、 」 」 」or or
又は「化学Ⅰ 【２～３ 「生物ⅠⅡ 【４～６】」 】、 」

類型③
理科総合１科目、化学ⅠⅡを履修、 理科総合１科目、化学Ⅰを履修、

【 】物理ⅠⅡ・生物ⅠⅡから１科目選択 物理Ⅰ・生物Ⅰから１科目選択、 １１～１６
（例） 物理Ⅱ・化学Ⅱ・生物Ⅱから１科目選択

理系 「理科総合Ａ 【２】 （例）」
＋ 「理科総合Ａ 【２】」

「化学ⅠⅡ 【５～７ 「生物ⅠⅡ 【６～８】 ＋」 】、 」
「化学Ⅰ 【２～６ 「生物ⅠⅡ 【４～６】」 】、 」

理科総合１科目、物化生２科目を履修 理科総合１科目、化生１科目のⅠを履修 理科総合１科目、化生１科目のⅠを重点的に履修
（例） （例） （例） 【５～１１】

類型④ 「理科総合Ａ 【２～４】 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】」 」 」or or
＋ ＋ ＋

「化学Ⅰ 【２～３ 「生物Ⅰ 【３～４】 「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ 【３】 「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ 【４～６】」 】、 」 」 」or or

理科総合１科目、物化生１科目のⅠを履修 理科総合１科目、物化生２科目を履修 理科基礎、理科総合から２科目履修
（例） （例） （例） 【４～９】

類型⑤ 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 「理科総合Ａ Ｂ 【２～３】 「理科総合Ａ 【２～３】or or」 」 」
＋ ＋ ＋

「化学Ⅰ」 「生物Ⅰ 【２～３】 「化学Ⅰ 【２～４ 「生物Ⅰ 【２～４】 「理科総合Ｂ 【２～３】or 」 」 】、 」 」
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